
様式第８号（第 11 条関係） 

平成３０年  １２月 １２日 

熊取町議会 

議長        坂上 巳生男 殿 

                                                会派名 未来 

                                                幹事長名        阪口  均 印 

                                                経理責任者      坂上 昌史 印 

 

会派視察実施報告書 

  熊取町議会政務活動費交付要領第11条の規定に基づき、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

視 察 期 間 平成 30 年 11 月 27 日（火） 

）～ ２８年 ８月２７日（㈯） 
視 察 先 

① 宮城県 仙台市 

② 宮城県 石巻市 

視 察 目 的 

仙台市市民局市民協働推進課 「仙台ミラソン」について 

石巻市教育委員会学校教育課 「石巻市子どもの未来づくり事業」

について 

出 席 者 氏 名  阪口 均、  坂上 昌史 

旅 費 明 細 

   交通費 

  熊取―天王寺 往復 1100 円 

    阿倍野橋-伊丹空港 往復 1280 円 

 伊丹空港－仙台空港 往復 25977 円 

  仙台空港-仙台駅 往復 1300 円 

  仙台駅―石巻 往復 1680 円 

 仙台駅-仙台市役所 往復 455 円 

 視察お土産 

  ＡＮＡ ＦＥＳＴＡ  1395 円 

宿泊 ホテルモントレ仙台 8400 円 

   小  計         41587 円 

  

 

 旅費総額 

               ２ 人分 

 

            83,174 円 

 

 

 

 

 

 

 



 

６．報  告  書 

 11 月 27 日 10：00～11：00 仙台市役所 

 仙台市 「仙台ミラソン」について 

 ミラソンとは、未来とマラソンを合わせた造語であり、「未来志向のまちづくりを 

マラソンのように続けていく」という意味合いがある。平成 24 年に学生の提案から始 

まった事業であり、学生・市職員・民間企業社会人等がチームを組み、仙台市が 

提供する様々な地域課題について解決策を企画・立案・実践するプログラムである。 

この事業へは毎年 50 名から 90 名が参加し、5 チームから 9 チームに分かれて課題に 

取り組んでいる。市はこの事業に 300 万円拠出している。事業の成果として代表的な 

ものを紹介すると、2014 年の「市内観光謎解きゲーム」や 2017 年の「西公園の利活用」 

等がある。「謎解きゲーム」は仙台市への観光客誘致をめざし、仙台市内の観光地を 

巡る体験型謎解きゲームであり、その後も事業として継続している。「西公園の利活用」 

は、市内中心部にある「西公園」に賑わいを創出するため「インスタ映え」をテーマに 

ワークショップ等を実施したものである。このような「ミラソン」をきっかけに地域 

活動を始める学生が現れたりすることも成果の一つと言える。 

【感想】阪口 

仙台市には１５の大学や短大があり約 5 万人の学生がいるらしい。熊取町にも町外から 

多くの学生が通学しており、「ダッシュプロジェクト」等を通じて大学や学生とコラボ 

をしたり、学校教育の補助員として活躍してもらっている。町内に在住していると見え 

ない部分が、町外の人には見えたり、新しい提案が出てきたりすることもよくある。 

現町政も住民との協働や、大学・学生との協働の重要性を十分に認識しているが、 

さらに深くつながっていく必要を再認識した。 

【感想】坂上 

熊取町にも同じような事業で、住民提案協働事業があるが仙台ミラソンとの違いは、 



仙台ミラソンは主に若者(大学生)であるということであった。熊取町も各大学とは協働 

の事業はあるものの、やはり行政から提案しているように感じる。仙台ミラソンのよ 

うに、学生や若者に制度もっと PR しなければならないと感じた。 

           13：30～15：00 石巻市役所 

 「石巻市子どもの未来づくり事業」について 

石巻市は子どもの学力向上を目標に「石巻市子どもの未来づくり事業」に取り組んで 

いる。平成 24 年度から 3 か年を第Ⅰ期、27 年度から 3 か年を第Ⅱ期、30 年度から 

3 か年を第Ⅲ期として年間 3,619 千円の予算をつけている。石巻市は土地柄、漁業に 

従事する人が多く、家業を世襲するのに高い学力はそれほど必要ないと考えている人 

が多かった。そのため熱心に勉強するという風潮がなく、全国と比べても学力では 

かなり劣っているという評価を教育委員会も住民の方もしているとのことである。 

そこで、教育委員会はこの事業を立ち上げて子どもの学力向上に取り組み始めた。 

具体的な方策として次の三点がある。①教員の教科指導力の向上。②児童生徒の学習習 

慣の形成。③小中連携による教育環境基盤の充実。①は従来のように「教員が教科書に 

基づいて教えるのではなく、児童生徒が理解するように導く」ことが教員の役割となり、 

そのために教える力以上の指導力が必要になってくる。②は一方的に教える授業から 

児童生徒同士が自ら教えあう授業になるため、子どもたちは日ごろから家庭で予習を 

しっかりしておく必要がある。③は教育委員会や教員が小中で連携することで子ども 

たちが中 1 ギャップ等で悩んだり、いじめが発生したりしないよう細かく指導できる 

体制を作ることである。 

【感想】阪口 

石巻市が置かれているポジションを冷静に分析し、未来に向かってやらなければなら 

ないことに、粛々と取り組んでいる教育委員会の姿に感服した。変化させることへの 

教員の反発や保護者の無理解など多くの障害があったと聞く。（今でも教員の中でも 

温度差がある）熊取町でも熊中では生徒同士が教えあう授業が行われていて、授業の 



始まり・終わりを告げるチャイムがなかったり、昔と比べると驚くようなことが普通 

になっている。変化を恐れたり、遠ざけるのではなく時代とともに変わっていく柔軟性 

が必要と痛感した。今後も熊取町の教育が優れた教育であることをチェックすること 

と、石巻市の動静を見守っていきたい。 

【感想】坂上 

石巻市の取り組みは、以前、熊取中学校でを視察したこととほぼ同様であった。 

石巻市は教育委員会を中心として石巻市の教育に対する考え方を変えていこうという 

姿勢があった。熊取町は全国学力学習状況調査において、全国平均を上回る項目が 

多いが、これからもより良い教育環境づくりを進めていかなければならないと感じ 

させられた。 

  

 








